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特集：オーロラの謎と魅力
はじめに－明和 7年 7月 28 日の夜空
















































・寛永 8年 4月 16日（1631 年 5月 17日）
　観測場所：宮城・京都・福岡
・寛永 12年 7月 26日（1635 年 9月 7日）
　山形・東京・山梨・新潟・京都・長崎
・享保 14年 12月 28日（1730 年 2月 15日）
　観測場所：青森・山形・秋田・石川
・元文 2年 11月 26・27日（1737 年 12月 17・18日）
　観測場所：秋田・山形・金沢・東京






























































































































































































いる。右上部には絵の説明として，7月 27日（9月 16日）図 4．京都から見えたオーロラの再現
図 5．富士山とオーロラⅠ（静岡県歴史文化情報センター提供）
図 6．富士山とオーロラⅡ（静岡県歴史文化情報センター提供）





















の記録によれば，最早日が 8月 9日，最晩日が 10月 26
日で，平均 9月 30日となっている。単純な比較はできな
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（5） 『星解』（神宮文庫所蔵，請求番号 54）。
（6） 明和 7年「日記」（東丸神社所蔵東羽倉家文書，請求番
号B2-164）。
（7） R. Kataoka, K. Iwahashi, Inclined zenith aurora over 
Kyoto on 17 September 1770  : Graphical evidence 
of extreame magnetic storm, Space Weather, doi: 
10.1002/2017SW001690,2017.
（8） 「富士山宝永噴火之絵図」（静岡県歴史文化情報センター
所蔵静岡県史収集史料，請求番号K314）。
【付記】
　本研究は，総合研究大学院大学学融合共同研究「天変地
異と人間社会の変遷：言葉の在り方と世界の在り方」（研
究代表者片岡龍峰），大規模学術フロンティア促進事業「日
本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画」
の研究成果の一部である。また，東羽倉家文書につきまし
ては國學院大學根岸茂夫氏，土屋家文書につきましては京
都大学中西一郎氏・東亜天文学会渡邉美和氏に御教示いた
だいた。記して感謝の意を表する次第である。
岩橋清美（いわはし きよみ）プロフィール：国文学研究資
料館古典籍共同研究事業センター特任准教授。専門は日本
近世史。多摩地域をフィールドにして，江戸時代の文化人
について調べている。最近は江戸時代の知識人研究とオー
ロラ研究は繋がっているのでは？と思いながら，日々，古
文書を読んでいる。
